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岡山空襲は、昭和20年6月29日の 大の模型を展示し、ビデオなども見 です。
寝静まった午前3時前から住宅地な せながら戦争の悲惨さ、むごさを学
ども爆撃する無差別爆撃として実 び、「戦争を次の世代に伝えていく
行されました。空襲警報が出され こと」や「戦争を二度とくり返して
なかったので死者が1,737人にも及 はならないという気持ちを持ち続け
んだ悲惨な戦争の出来事でした。 ること」が大切であることを学びま
１年生は29日、クラスごとに岡 した。そして初めて触れた 焼夷弾

山空襲について学びました。多目 の実物大の模型はかなり重く、写真
的室に当時の写真や焼夷弾の実物 や映像だけでは伝えることができな

【事後のアンケート結果】 【取組についての保護者の感想】
①オフメディアへの意識 ●テレビを見ながらの勉強時間を意
②計画したオフメディアの実践 識的に減らしていて、勉強も頑張れ

今年度から、本校ではテスト範 ①②とも、「できた」と「まあま たと思う。（１年生）
囲発表が行われるテスト２週間前 あできた」を合わせると約６割 ●オフメディアのことを一応意識は
から、「オフメディア２ＷＥＥＫ」 していたようですが、なかなか難し
として、地域協働学校の家庭教育 ③使わなかった電子メディア かったようでした。次回の取組が楽
部会と生徒会の協働で取組を行い ゲーム機・スマートフォン しみです。（１年生）
ました。 テレビ（DVDも）・音楽ﾌﾟﾚｰﾔｰ ●メディアを見ないように気をつけ
取組の目的は、（電子）メディ ていましたね。そのおかげで勉強に

アへ際限なく触れている（メディ ④新たな時間の使い道 集中できたようです。（１年生）
アに振り回されている）現状に気 〔生徒集会でのアピール〕 テスト勉強・睡眠 ●オフメディアを意識してこれまで
づくことや全員でメディアへの制 家族との時間・読書 の中で一番努力していたと感じま
限を意識することで、時間の新た す。（２年生）
な使い方を考えることでした。家 ●オフメディアを意識することで、
族も一緒になって取り組めること 実践できていました。日頃から心が
が、この取組を推進する大きな力 け、引き続きオフメディアを続けて
になると思っています。２学期か もらいたいです。（２年生）

らは、福島小、南輝小と３校合同 ●メディアに関しては、しっかりで
で、10月9日～10月15日の期間にこ きていたと思います。テスト勉強も

の取組をすすめていきたいと思っ 本人なりに頑張れていた気がしま
ていますので、ご協力をお願いい す。（３年生）
たします。

〔生徒会作成のポスター〕

7月13日（金）に、たけさんこと
河村武明さんと奥様を京都からお
招きし、「不思議なありがとうの
チカラ」と題して、たけさんのプ
レゼンと奥様の朗読でご講演をし
ていただきました。
34歳の時に脳梗塞で倒れ、失語

症、言語障害、聴覚障害、右手麻
痺という重い後遺症が残ってしま
いました。「もう死んだほうがま
しだ」という深い絶望感の中、残
った左手を使って絵と言葉で表現 になりたい。「ありがとう」を先
し始め、新たな生きる希望を見出 に言えるようになりたいと思った。 「ありがとう」と言えば自分に返っ
しました。 ●今までは相手を傷つけることも てくると信じて頑張りたい。
『失ったものを数えるより、で 言ったりすることがあったが、こ 女子バレーボール部

きることを数えると幸せになれる。 れからは優しく接していきたい。
障害を持ったからこそ、新たな自 ピンチの時こそ「ありがとう」と
分と出会えたのだから、病気にな 言えるようにしたい。
ったことも「ありがとう」という ●講演会で聴いたように、何かに
気持ちを持つことができた。でき イライラすることがあったりする
ることを探して始めた言葉を添え と、「手に書く＋６秒間待つ」と
た絵を描くことで、たくさんの方 いうのをしてみたいと思います。
に元気を渡すことができた。「あ ●今回の講演を聴いて、本当に感
りがとう」と毎日毎日言い続ける 動しました。今までも講演会はあ
ことで、本当に自分の気持ちも周 りましたが、こんなに話に夢中に 剣道部
りの人の気持ちも明るくなった。 なり、目が離せなくなったのは初 女子個人 ３年：武田葵衣
「ありがとう」を言い続けると、 めてです。私は今日ありがとうの
自分にもいいことが返ってくるよ 大切さを知り、どれほどの効果が 陸上競技部
うになった。言葉はブーメランの あるかを知りました。これからは
ように、最後は自分に返ってくる。 ピンチの時にありがとうを言うこ
食べ物でも、植物でも、「ありが とにします。
とう」を言い続ける実験をしたら ●今日はありがとうの言葉の力、
元気が長持ちした。』 ありがとうと言うと自分にいいこ
失語症で話せなくなったたけさ ととして返ってくるということを

んが、本校で４９０回目の講演を 教えていただきました。心の中で
行うことができたのは、本当に「あ ありがとうを言うだけでは伝わら
りがとうの奇跡」です。暑い体育 ないということが、今日の講演会
館の中でしたが、最後まで一生懸 でよく分かりました。
命聴いてくれた生徒の皆さん、あ ●たけ先生の話を聞いて、嫌な事、
りがとう。たけさんも奥様も感謝 苦しい事でも、少しだけ見方を変
されていました。これからの生活 えて、自分の味方にしようと思い
に、たくさんありがとうが響き合 ました。そしてどんな小さな事に
うことを願っています、と伝えら も感謝しようと思いました。 空手
れて岡山を後にされました。 ●何があっても誰に対しても、あ ２年：大室晃生

りがとうと感謝していこうと思い
○生徒の感想から○(1･2･3年生) ました。ありがとうがあふれる毎 ボーリング
●たけ先生が言ってくれたことを 日にしていきたいです。 ２年：塩㞍裕也
忘れずに生きていきたいと思った。 ●嫌なことでも「ありがとう」と
毎日「ありがとう」と思えるよう 自分に言い聞かせる。努力もして

１年生岡山空襲について学ぶ

焼夷弾の
実物大の
模型

これは生徒の学習計画表に、保護者
の方がコメントを書いてくださったも
のです。お子様の様子をしっかり見て
いただけていると感じました。このよ
うにコメントを返していただけると、
生徒たちは元気が出ます。保護者の皆
様の応援を次回もよろしくお願いいた
します。

県大会

へ

全国大会
へ

たけさん

講演会の終わりにたけさんと

全校生徒で記念撮影

３年：佐藤詩桜、小森くるみ
川﨑美玖、楠本真子

２年：井上栞那、杉原佐和

井上凜、杉田咲
山本寛子

１年：山下結菜、渡邉奏羽
森脇あかね

３年：原田栞（ﾘﾚｰ）
白神綾乃（100m）

２年：扇野愛翔（ﾘﾚｰ、400m）
岡本昇悟（走り高跳び）
仁科遼大（800m、1500m、ﾘﾚｰ）
森川葉月（100m、200m、ﾘﾚｰ）
梶本真叶（100m、ﾘﾚｰ）
西村美夏（ﾘﾚｰ）
守本詩麻（ﾘﾚｰ、100m、200m）
岡田夏美（ﾘﾚｰ、100mﾊｰﾄﾞﾙ）

【生徒会長のお礼の手紙の抜粋】
僕が印象に残ったことは、「想像

したことは創造できる」というこ
とです。自分に自信を持って、な
りたいイメージを強くイメージし
ながら、物事に取り組むとなりた
い自分になれる、というのは今ま
で自分になかった考えなので、こ
れからはなりたい自分のイメージ
を持って取り組んでいきたいと思
いました。
また、自分がやったことは必ず

自分に返ってくるということも強
く印象に残りました。良いことを
やったら良いこと、悪いことをや
ったら悪いことが返ってくる。こ
のことは僕も何度も体験したこと
だし、たけさんに言われてより確
信が深まりました。
たけさんの作品には、感謝の言

葉が入っています。その作品を見
て、「ありがとう」の言葉とたけさ
んの話を思い出して、「もし何かを
言われても、ありがとうと言い続
けよう」と気持ちを新たにしまし
た。そして、ありがとうを言い続
けることで、自分も周りの人も人
生を楽しめるように頑張っていき
たいです。これらのことは、これ
からの生活に活かしていきたいと
思います。


